
平成 19 年度

平成 31 年度

【局評価】 【財務局評価】

どのような課題や問題点があったか 財務局として、成果や課題などについて、どう考えたか

根拠法令等

局として、事業をどうしていきたいか

29年度予算で、どのように対応したか

千円

千円 千円

千円 千円

事業評価票

107
女性向け委託訓練（「女性の再就職に対する緊急対策(３か月、５日間)」「育児離職者向け能力開発訓練」） 事 業 開 始

（産業労働局雇用就業部／一般会計） 事 業 終 期

１ どのような経緯で事業を始めたか、何を目指すのか ３ ５

○　急速に進む少子高齢化により、労働力人口の減少
　が課題となっている。このような中、全員参加型の
　社会形成が求められており、社会の支え手となる労
　働力としての女性への期待が高まっている。

○　こうした状況を踏まえ、平成19年度から、育児中
　の離職者が自宅で職業訓練の受講が可能なｅラーニ
　ング訓練を開始し、26年度から結婚、出産、育児等
　により退職したが、その後再び就職を希望する女性
　を支援するため３か月及び５日間の職業訓練を開始
　した。

○　ｅラーニングについては、育児と訓練受講を自宅で
　両立することが難しく、未修了となる受講生も多かっ
　た。

○　育児等のためにパート等の非正規雇用で就業してい
　たが、育児が一段落するなどにより、正社員としての
　勤務を希望する女性への支援も必要となっている。

○　実績やニーズを踏まえ、既存の２事業を終了し、新
　たに「女性向け委託訓練」として再構築することで、
　女性のライフステージごとの課題や就業の特徴に合わ
　せた職業訓練を提供することが可能である。

拡大・充実 見直し・再構築 移管・終了 その他○　育児をしながら、自宅で再就職に向けて職業能力
　開発を行うため、ＯＡ・事務系等の科目をｅラーニ
　ング訓練として実施した。

○　住宅地からの利便性が高い場所にて、ＯＡ・事務
　系等の科目を中心とした短時間の３か月訓練と託児
　サービス付きの５日間の訓練を実施した。

○　再就職にあたって事務職を希望する女性は多く、
　訓練の提供により女性の再就職へ寄与することが出
　来た。

【実績】
　・育児離職者向けｅラーニング訓練
　　平成27年度：定員100名、入校生49名

　・女性向け委託訓練（３か月コース・５日間コー
　　ス）
　　平成27年度：定員260名、入校生211名

その他

○　所要額を計上する。

歳
入

27年度決算額

２ どのように取り組み、どのような成果があったか ４

4,693 

○　ｅラーニングについては、パート等の非正規から正
　規への転換を目指す女性を主な対象として再構築を行
　う。

○　育児中の女性の、短時間訓練へのニーズは高いこと
　から、３か月コース及び５日間コースは、規模を拡大
　して実施する。

６

拡大・充実 見直し・再構築 移管・終了

29年度見積額 30,665 29年度見積額 79,150 千円

歳
出

27年度決算額 57,097 千円

28年度予算額 4,373 28年度予算額 84,837 千円

79,150 

歳入 29年度予算額 30,665 

歳出 29年度予算額


	様式12(女性訓練)

